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には WWW （World Wide Web） のインター
フェイスが用意され、以後論文取り寄せは
Web からdownloadする方法が主になり、1996







る SPIRES （ Stanford Public Information
REtrieval System） の 高エネルギー物理学
（HEP）文献データベースである。これは先に
述べた1980年代のプレプリント・システムの時
代からSLACがDESY（ドイツ電子シンクロト
ロン研究所）と共同プロジェクトとして始め、
1974年以来の高エネルギー物理学分野のほぼ全
てのプレプリント、学術誌掲載論文、会議録な
どの、50万件以上の情報を集めた巨大なデータ
ベースである。収録されているのは、論文の題
名、著者名、プレプリント番号、e-プリント・
アーカイブでの登録番号、掲載済みの場合は、
掲載雑誌名、年号、巻、ページ数、等の情報で
ある。1993年6月にはいち早くWWWで利用で
きるようになり、現在では、e-プリント・アー
カイブや掲載雑誌のオンラインページへのリン
クが張ってあり、直接その論文の内容を見るこ
ともできる。
SPIRESは、この分野のほぼ完全なデータベー
スで極めて便利なものである。昨今、自分の論
文の被引用回数を調べさせられる機会が増えた
が、これなど朝飯前で、著者名を打ち込むだけ
で1974年以降の全論文に関してすぐさま被引用
回数を答えてくれるし、被引用回数でランク分
けした論文の度数分布（成績表!）まで出すこ
ともできる。もっと創造的な使い方は、例えば、
何か人の話を聞いたり、論文を読んだりして新
しいテーマの研究を始めようとする時、先ずそ
の人の当該の論文をSPIRESで検索する。その
検索結果の下のある部分をクリックすれば即座
に「その論文を引用している論文」を全てリス
トアップしてくれる。それを調べればそのテー
マの最新の状況がわかるのである。これは「未
来への検索」であり、データベースが無ければ
決してできなかったことである。また、昔は論
文を書いた時、最後に参考文献の情報を完全に
する作業が面倒だった。昔読んだ文献等の場合、
うろ覚えの年号等を頼りに図書館の書庫で、雑
誌の巻末の索引を手当たり次第に探すという作
業をよくやった。しかし、今はSPIRESを立ち
上げるだけでこの作業がすぐにできるのであ
る。
5．新しい図書館へ
このe-プリント・アーカイブのシステムは、
非常に大きなインパクトを持っている。
1） 先ず、先行する上述のプレプリント・シス
テムは、このe-プリント・アーカイブの普及に
伴い、完全に取って代わられた。すなわち、上
で説明したような、印刷、発送の手間と費用か
ら完全に解放されたのである。
2）（我々の分野では）ほぼ全ての論文がe-プリ
ント・アーカイブに投稿されるため、従来の学
術雑誌に載るよりはるかに早く、世界中のあら
ゆる場所でリアルタイムで読むことができるよ
うになった。
e-プリント・アーカイブの日本のミラーサイト（http://jp.arXiv.org/）
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3） しかも、学術雑誌に載った後でも当該の論
文はアーカイブに残っているので、掲載雑誌を
所属大学・研究所が購入していなくとも、ネッ
トにつながっているパソコンやコンピューター
端末がありさえすれば、部屋にいながらにして
いつでも即座に読み、プリントすることができ
る。
このことは従来の学術雑誌のあり方、存在意
義に対して深刻な挑戦を突きつけている。従来
の紙版の学術誌というのは、その論文の印刷・
製本・配布・蓄積・コピーということが難しかっ
た時代に生まれてきたものである。それゆえ、
投稿された論文は同じ専門の研究者に慎重に査
読され、パスしたものだけが印刷に回される。
査読という点は、論文の質に対する一定の保証
を与えるもので現在の電子化の時代でも従来の
学術誌の果たす「役割」の重要部分と見なされ
ている。が、まさにその点が出版に時間がかか
る元凶でもある。e-プリント・アーカイブは、
（コンピューターによる自動的なチェック以外）
この査読部分を全く無くし、また、論文の受理
から公開まで徹底して自動化したシステムであ
り、それを維持するコストは従来の学術誌出版
などに比べて2桁も安い。
私は、実は、湯川博士の始めた「Progress of
Theoretical Physics」という雑誌の編集委員を
しており、その関係で、2000年に発足した物理
系学術誌刊行協会IPAPの理事の一人である。
アメリカでは、Physical Reviewを初め物理学関
係の10学会86誌の学術誌が合同で AIP という
組織を作っている。日本でも物理学関係の学術
誌がIPAPという合同組織を作り、この電子化
の流れの中でリーダーシップをとり、日本を物
理学の分野でもアメリカやヨーロッパに並ぶ情
報発信の第三極とすべく設立された。IPAP傘
下の学術誌も、AIP傘下のそれと同じように従
来の紙版の雑誌のオンライン化を強力に進めて
いる。しかしながら、それを進めれば進めるほ
ど自身の経済的存立基盤を掘り崩すディレンマ
を抱えている。Web上で雑誌の論文を読める
ようにすると先ず「課金するのかどうか?」と
いう難問に遭遇する。課金する方法という技術
的な問題以上に、「課金すればその雑誌を読ん
でくれなくなり、ひいては投稿も減る。」とい
う、より深刻な問題である。上述のe-プリン
ト・アーカイブのような無料のアーカイブにほ
ぼ同じ論文のコピーがある時に、わざわざ有料
のWebに誰がアクセスするだろうか?
図書館も、同じく、その存在理由を問われて
いる。我々の分野の多くの若い研究者は今や、
学術雑誌を見に図書館に行くことは滅多にな
い。先ず、最近の参考文献に関してはそれが学
術誌に掲載されていようがいまいが、全てe-プ
リント・アーカイブからdownloadする。e-プリ
ント・アーカイブに投稿されていないような古
い論文の場合にも、掲載雑誌のWebに置かれ
ているPDFファイルをとってくる。あるいは、
SPIRESのデータベースに昔のプレプリントの
スキャンイメージがリンクされていないか見
る。それでもだめな場合に初めて、図書館に行
くのである。こういう状況では、従来の学術誌
を従来通り書庫に並べただけの図書館では利用
がますます減るだろう。大学全体で学術誌をオ
ンラインで見られるようサイトライセンスをと
る手配をし環境を整える、というのも重要な仕
事であろうが、それだけでは図書館に将来はな
いだろう。
図書館は、いまや、より積極的にローカルな
情報の収集・蓄積という仕事に取り組むことが
重要であろうと思う。例えば、京都大学の博士
論文・修士論文の収集である。博士論文などは
論文として学術誌に発表されている内容もある
が、全く独立に書き下ろされたものもあり、外
部からは入手が難しい。いわんや修士論文など
はそうだろう。そういうものを収集して外部か
らオンラインで検索・閲覧ができるようにする
など、創意工夫をもって積極的に情報を発信す
る基地になる必要があるだろう。いま時代は動
いている。 （くご　たいち）
